
エージェントの独自口語表現としてのサウンドグラム文
読み上げ手法の提案

Soundgram Sentence as a Unique Colloquial Speech of

a Virtual Agent

中 祐介 1∗ 米澤 朋子 1

Yusuke Naka1 Tomoko Yonezawa1

1 関西大学
1 KansaiUnivewrsity

Abstract: In this paper, we propose a virtual agent that speaks soundgram sentences as a

unique expression colloquial script. The aim of our research is to achieve smooth and unique

communications among people who speaks different languages. The mediating agent serially speaks

its script with multiple soundgrams that means a sentence of the agent. The original method of the

agent’s expression is expected not only to encourage the understanding of different backgrounds

of each user but also to give the user an unforeknown impression for the character and culture of

the agent itself.

1 はじめに

近年，Twitter1 や Facebook2 のような SNSでのコ
ミュニケーションは世界の多くのユーザに利用されて
いる．このような異なる言語間でのコミュニケーショ
ンを円滑に行うため，母国語に翻訳して提示を行うシ
ステム [1]もある．しかしテキストのような直接的な表
現は異なる文化圏で違う意味合いで受け取られるなど，
異文化間においては言語や文化という障壁がある．
ある程度の共通認識が存在するピクトグラムを利用

した視覚表現手法に関する研究 [2]等が存在する．本研
究では，聴覚的にサウンドグラムを独自言語として話
すエージェントを提案する．サウンドグラムとは，ピ
クトグラムを基に設計した，特別な学習を必要とせず，
大まかに物や状況を理解することができる音声表現で
ある [3]．サウンドグラムを利用することで，特別な学
習をせず，ある程度の共通認識を持った表現を行うこ
とができると考える．独自言語にも関わらず，意味を
汲み取り，異文化のユーザとコミュニケーションができ
る期待を未知感と定義する．また，音は文化や個人間
においてニュアンスが異なるため，個性や文化的特徴
の表現も可能になると考える．加えて，音だけでなく，
ユーザの外見に似せたイラストのアバターを提示する
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ことで，相手の存在を感じつつコミュニケーションを
行うことができる [4]．ユーザのアバターの役割を担う
エージェントは Twitterなどで使用されているアイコ
ンと比べ，ユーザの個性や存在感を感じ取り，ユーザ
の背景や文化・個性を想像しようとすることにより未
知感が高まると考える．

2 提案システム

2.1 システム概要

本システムでは，ユーザに代わってアバターがサウ
ンドグラムを用いて会話相手にメッセージを伝達する
(図 1)．サウンドグラムの音量を変化させることで，文
中の重要箇所を強調したり，物事を端的に説明したり
することが可能になると考える．会話対象と会話態度
を示すことで，相手にユーザの存在感や個性を想像さ
せることを期待する．単に内容を伝達するだけでなく，
独自の言語で話すエージェントの振る舞いから，他ユー
ザの文化的背景や個性を想像させる未知感をユーザに
与えることが本システムの目的である．
本システムの動作例を図 2に示す．
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図 1: サウンドグラムを話すエージェントを介した異文
化間コミュニケーション

図 2: システムの動作例

2.2 サウンドグラムを使用するエージェント
の設計

人間同士のコミュニケーションにおいて，相手との
間に知識や解釈のずれを発生させないために仲介機能
を持たせたエージェントの研究は数多くある [5][6][7]．
これらは，ユーザ間のやり取りを円滑にするため，感
情や表情などの人間らしさを重視し，処理や取引の最
適化を目的としている．しかし，適用する文化圏の影
響を受けるため，異文化のユーザとのコミュニケーショ
ンでは利用が困難である．本研究では，エージェント独
自の新たな言語としてサウンドグラムを用い，他ユー
ザへ端的な伝達を行う．また，エージェントの振る舞
いから，異なる文化の相手であっても周辺状況や文化
背景を理解してコミュニケーションを行うことが可能
になると考える．

2.3 サウンドグラム文読み上げ手法

SNSにおいてユーザの発言をテキストで提示した際，
ユーザ間の言語の違いにより，読解が困難となる場合
がある．テキストを母国語に翻訳したとしても，翻訳
機の誤訳や解釈の違いなどの問題が発生することがあ
る．本研究ではサウンドグラムの文化的共通性を利用
し，これらの問題解決を目指す．サウンドグラムは約
1.5秒で状況や物を象徴的な音で表現したものである．

図 3: ユーザの入力テキストのサウンドグラム化処理

サウンドグラムを複数つなげて再生することで，複雑
な状況も理解することができる．本システムでは，ユー
ザが入力するテキストを形態素解析し，主語，動詞，補
語，目的語の 4つに分類した後，割り当てられたサウ
ンドグラムを再生する (図 3)．サウンドグラムを用い
ることで，ユーザ周辺の状況伝達や，文中の重要箇所
を強調させるなど，翻訳機のテキスト表現では困難な
情報伝達が可能になると考える．また，同じ入力テキ
ストであったとしても，ユーザの文化背景により再生
するサウンドグラムを変化させることで，文化背景を
考慮した他ユーザの周辺状況の理解を可能にすること
を期待する．

3 おわりに

本稿では，ユーザのアバターが独自言語としてサウ
ンドグラムを利用し，内容を端的に伝達するシステム
を提案した．話し相手の文化背景や個性を想像させる
未知感を与えることが本研究の目的である．エージェ
ントの振る舞いより，異文化ユーザの周辺状況や文化
背景を想像してコミュニケーションが行えると考えた．
ユーザが入力するテキストを形態素解析し，それぞれ
に割り当てられたサウンドグラムを再生するように設
計した．今後サウンドグラムの内容に，エージェント
の表情や動作を付与することで，よりユーザの感情や
状況，内容の重要度など，テキストのみでは伝達困難
なことも話し相手に伝えることができると考える．
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